
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

日本で最も美しい村シンポジウム in 香美町小代

１０

平成 25 年度決算

子ども・子育て支援新制度が始まります

コウノトリ但馬空港利用助成額を増額

役場各課などからのお知らせ　　ほか

115
平成 26 年（2014）

2

6

14
16

－ さらなる飛躍を目指して －
山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに再認定

　4年に 1度の再審査でこれまでの取り組みが認め

られ、引き続き世界ジオパークの一員として歩みを

深めた山陰海岸ジオパーク。

　9月 23 日、豊岡市役所に集まった関係者は、く

す玉を開いて万歳三唱。喜びを分かち合うとともに、

今後のさらなる飛躍を目指して決意を新たにしまし

た。

（本号 15ページに関連記事を掲載）
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平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

８
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
議
会
に

提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
８
特
別
会
計
を
合

わ
せ
る
と
、
歳
入
総
額
は
１
９
８

億
４
０
２
５
万
円
、
歳
出
総
額
は

１
９
４
億
５
１
８
８
万
円
と
な
り
、

３
億
８
８
３
７
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）

　

歳
入
総
額
１
４
４
億
８
１
１

１
万
円
（
前
年
度
比
６
億
７
７

５
７
万
円
増
）、
歳
出
総
額
１

４
１
億
８
５
０
万
円
（
前
年
度

■
歳
入
（
図
１
）

　

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
な

ど
の
自
主
財
源
で
あ
る
収
入
は

27
億
７
９
４
４
万
円
で
、
全
体

の
19
・
２
％
。
残
り
の
１
１
７

億
１
６
７
万
円
、
80
・
８
％
は

依
存
財
源
で
、
国
・
県
か
ら
の

交
付
金
、
補
助
金
や
借
入
金
な

ど
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
歳
入
全

体
の
12
・
６
％
を
占
め
る
の
が

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
で
、
18
億
２
０
６

３
万
円
で
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多

い
の
は
、
全
体
の
48
・
２
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
で
、
69
億

７
９
２
８
万
円
で
す
。

歳　入 歳　出 差引額

一般会計 14,481,109 14,108,496 372,613

特別会計 5,359,139 5,343,382 15,757

合　計 19,840,248 19,451,878 388,370

（表 1）一般会計・特別会計決算状況 （単位：千円）

一
般
会
計

平成 年度25

決算報告
　皆さんに納めていただいた税金や国・県

からの支出金などは、まちづくりやよりよ

い生活を送るためにさまざまな形で使われ

ています。

　これらの概要を知っていただくために、

本号では平成 25 年度の決算状況をお知ら

せします。●問い合わせ先　役場財政課

比
５
億
８
４
９
３
万
円
増
）
で
、

３
億
７
２
６
１
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
平
成
26
年
度
に

繰
り
越
す
１
億
２
０
９
５
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
の
黒
字
額

は
、
２
億
５
１
６
６
万
円
と
な

り
ま
す
。

歳入
144億8,111万円144億 8,111万円

自
主
財
源

財

依

存

源

2.6％譲与税・交付金
（3億 7,745 万円）

16.7％町債
（24 億 2,024 万円）

7.7％国庫支出金
（11 億 1,523 万円）

5.6％県支出金
（8億 947 万円）

12.6％町税
（18 億 2,063 万円）

6.6％諸収入ほか
（9億 5,881 万円）

48.2％地方交付税
（69 億 7,928 万円）

（図 1）一般会計歳入決算内訳

[町税内訳 ]
　町民税　　　  6 億 6,350 万円

　固定資産税　  9 億 8,601 万円

　軽自動車税　　 　 5,261 万円

　町たばこ税　　 1 億 751 万円

　入湯税　　　　　  1,100 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]
　諸収入　　　　　4億 3,108 万円

　繰越金　　　　　1億 5,797 万円

　使用料・手数料　1億 5,249 万円

　分担金・負担金　　　8,739 万円

　繰入金　　　　　　　7,430 万円

　財産収入　　　　　　2,912 万円

　寄附金　　　　　　　2,646 万円

※用語の解説
　・地方交付税…町の財政状況に応じて国から交付されたお金です。
　・町債…特定の事業を行うために国などから借り入れたお金です。
　・国庫支出金…特定の事業を行うために国から交付された負担金、補助金などのお金です。
　・県支出金…特定の事業を行うために県から交付された負担金、補助金などのお金です。
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■
歳
出
（
図
２
）

　

歳
出
総
額
は
、
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
の
本
格
実
施
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
５
億
８
４
９
３
万
円
、
率
に

し
て
４
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
最
も
多

い
の
が
村
岡
小
学
校
整
備
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
教
育
費
の
25
億
４
０
６
２
万
円

で
、
歳
出
全
体
の
18
・
０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

２
番
目
に
多
い
の
が
、
民
生
費
の
23
億

８
２
４
５
万
円
、
次
い
で
過
去
に
借
り
入

れ
た
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
、
総

務
費
、
衛
生
費
と
続
き
ま
す
。

町民 1人当たりに使われたお金町民 1人当たりに使われたお金

715,441 円715,441 円（前年度 672,413 円）（前年度 672,413 円）

教育費

128,835 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など、教育全
般に使った
お金です。

民生費

120,814 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために
使ったお金
です。

公債費

103,000 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使ったお金です。

総務費

97,489 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使ったお金で
す。

衛生費

78,935 円

　各種検診、し尿処理、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使ったお金です。

土木費

67,898 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使ったお金
です。

消防費

46,645 円

　消防や救急活動に
使ったお金です。

農林水産業費

43,550 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使った
お金です。

商工費

17,362 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使ったお
金です。

災害復旧費

4,697 円

　災害によって道路、
農地、山林などに生じ
た被害を復旧するため
に使ったお金です。

その他（議会費・労働費）

6,216 円

　町議会の運営や労働
対策などに使ったお金
です。

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 26 年 4 月 1 日
現在の人口 19,720 人を
基にしています。

町民税

33,646 円

固定資産税

50,000 円

軽自動車税

2,668 円

町たばこ税

5,452 円

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 26 年 4 月 1 日
現在の人口 19,720 人を
基にしています。

※入湯税を除く

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

91,766 円91,766 円（前年度 89,386 円）（前年度 89,386 円）

一
般
会
計
決
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

金
った
す。

（図 2）一般会計歳出決算内訳

歳出
141億850万円141億 850万円

11.0％衛生費
（15 億 5,659 万円）

9.5％土木費
（13 億 3,895 万円）

2.4％商工費
（3億 4,239 万円）

6.5％消防費
（9億 1,985 万円）

6.1％農林水産業費
（8億 5,880 万円）

0.7％災害復旧費
（9,262 万円）

13.6％総務費
（19 億 2,249 万円）

18.0％教育費
（25 億 4,062 万円）

16.9％民生費
（23 億 8,245 万円）

14.4％公債費
（20 億 3,116 万円）

0.9％その他（議会費・労働費）
（1億 2,258 万円）
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■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

被
保
険
者
数
は
年
度
平
均
で
５

７
３
６
人
（
前
年
度
比
３
・
６
％

減
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
給

付
費
は
28
万
２
９
２
８
円
（
前
年

度
比
５
・
６
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

　

年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
４
０

２
１
人
（
前
年
度
比
０
・
９
％
減
）

で
し
た
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
給

付
費
は
70
万
３
２
２
円
（
前
年
度

比
１
・
８
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
事
業

　

年
度
末
の
第
１
号
被
保
険
者

数
（
65
歳
以
上
）
は
６
７
７
２
人
、

認
定
者
数
は
１
２
４
２
人
、
認
定

率
は
18
・
３
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
は
19
億
６

０
９
４
万
円（
前
年
度
比
２
・
４
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
財
産
区

　

長
井
財
産
区
の
管
理
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

■ 

町
立
地
方
卸
売
市
場
事
業

　

町
立
地
方
卸
売
市
場
は
、
漁
獲

量
の
減
少
な
ど
で
せ
り
場
の
使
用

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、施
設
使
用
料
は
28
万
円（
前

年
度
同
額
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
宿
舎
事
業

　

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」

で
は
、
安
価
で
気
軽
に
利
用
で
き

る
宿
舎
を
経
営
方
針
に
掲
げ
て
利

用
者
の
増
加
に
努
め
た
も
の
の
、

宿
泊
者
数
は
７
２
８
２
人
（
前
年

度
比
０
・
２
％
減
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
結
婚
式
で
の
利
用
は
３

組
（
前
年
度
比
１
組
増
）
で
し
た
。

■
矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

　

「
か
す
み
・
矢
田
川
温
泉
」
の

利
用
者
数
は
、
７
万
６
３
６
６
人

（
前
年
度
比
１
・
６
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

■
宅
地
造
成
事
業

　

村
岡
区
光
陽
で
平
成
12
年
12
月

か
ら
20
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
ま

し
た
。
年
度
内
に
１
区
画
を
買
い

戻
し
た
た
め
、
年
度
末
現
在
で
２

区
画
が
未
売
却
で
す
。

特
別
会
計
（
表
２
）

（表 2）特別会計決算内訳 （単位：千円）

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 2,890,804 2,877,300 13,504

事業勘定 2,436,597 2,431,019 5,578

佐津診療施設勘定 43,324 43,324 0

兎塚・川会・原診療施設勘定 125,673 125,673 0

小代診療施設勘定 191,733 191,733 0

兎塚・川会歯科診療施設勘定 93,477 85,551 7,926

後期高齢者医療保険事業 273,772 272,960 812

介護保険事業 2,127,766 2,127,563 203

財産区 2,018 780 1,238

町立地方卸売市場事業 1,498 1,498 0

国民宿舎事業 24,145 24,145 0

矢田川憩いの村事業 30,240 30,240 0

宅地造成事業 8,896 8,896 0

合　計 5,359,139 5,343,382 15,757

▼
水
道
事
業

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
簡
易
水
道
事

業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、

上
水
道
事
業
と
合
わ
せ
て
企
業
会
計

の
原
則
に
基
づ
い
た
経
理
の
も
と
、

水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行

▼
下
水
道
事
業

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
し
、
企
業
会
計
の
原
則

に
基
づ
い
た
経
理
の
も
と
、
下
水
道

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
公
共
用

 

平
成
25
年
度 

企
業
会
計
決
算
報
告

※
8
月
臨
時
議
会
で
認
定

い
、
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給

に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
を

水
源
と
し
て
活
用
し
た
村
岡
浄
水
場

の
改
良
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鎧
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
内

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
腐
食
防
止
な
ど
の

た
め
、
脱
臭
設
備
等
改
良
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

貸借対照表

資産の部 8,166,594

固定資産 7,799,649

流動資産 366,945

負債・資本の部 8,166,594

固定負債 981

流動負債 67,408

資本金 5,625,313

剰余金 2,472,892

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 140,795

収入 381,639

支出 522,434

資本的収支差引（税込み） △ 121,871

収入 462,249

支出 584,120

（単位：千円）

貸借対照表

資産の部 27,127,293

固定資産 27,026,496

流動資産 100,797

負債・資本の部 27,127,293

固定負債 3,640,876

流動負債 51,587

資本金 13,509,928

剰余金 9,924,902

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 69,520

収入 1,124,447

支出 1,193,967

資本的収支差引（税込み） △ 476,466

収入 594,309

支出 1,070,775

（単位：千円）
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に
報

告
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率
は
16
・
５
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
や
平
成
20

〜
23
年
度
に
行
っ
た
起
債
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

■
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
（
本
町
で
は
一

般
会
計
と
矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

特
別
会
計
の
２
会
計
が
該
当
）
の

赤
字
の
状
態
を
み
る
も
の
で
、
平

成
25
年
度
決
算
で
は
、
２
億
５
１

６
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
赤
字
と
黒
字
の
合
計

の
状
態
を
み
る
も
の
で
、
平
成
25

年
度
決
算
で
は
、
７
億
５
２
３
６

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額

と
、
特
別
会
計
の
借
入
金
の
返
済

額
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
し
た

額
と
の
合
計
額
が
、
町
の
標
準
的

な
収
入
額
（
税
金
、
普
通
交
付
税

な
ど
）
に
対
し
て
３
カ
年
平
均
で

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
を
み
る
も

の
で
、
自
由
に
使
え
る
財
源
の
何

割
を
返
済
金
に
充
て
て
い
る
か
を

意
味
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
16
・

５
％
で
、
平
成
24
年
度
決
算
の
19

・
１
％
に
比
べ
て
２
・
６
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
、
地
方
債
の
発
行
に
許

可
が
必
要
と
な
る
18
％
を
下
回
り

ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
た
原
因
は
、
学
校
施
設
、
道

路
、
上
下
水
道
の
整
備
を
集
中
的

に
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
、
公
立

香
住
病
院
と
公
立
村
岡
病
院
の
整

備
の
た
め
に
多
額
の
借
入
れ
を
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
事
業
の
必
要
性
を
十
分

考
慮
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
高
い

事
業
を
計
画
的
に
実
施
し
、
新
た

な
借
入
金
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
で
、
比
率
は
年
々
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。

■
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
残
高
と
、

特
別
会
計
す
べ
て
の
借
入
金
の
残

高
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
す
る

べ
き
残
高
相
当
額
の
合
計
額
が
、

標
準
的
な
収
入
額
（
税
金
、
普
通

交
付
税
な
ど
）
に
対
し
て
何
倍
か

を
み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
１
５
２

・
８
％
で
、
標
準
的
な
収
入
額
の

約
１
・
５
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
の
１
７
９
・

５
％
に
比
べ
て
26
・
７
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
質
公

債
費
比
率
と
同
様
に
さ
ら
な
る
引

き
下
げ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
、
下
水
道
、
病
院
な
ど
の

会
計
ご
と
に
資
金
不
足
の
状
態
を

み
る
も
の
で
、
各
会
計
の
使
用
料

な
ど
の
料
金
収
入
額
に
対
す
る
資

金
不
足
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
す
べ

て
の
会
計
（
町
立
地
方
卸
売
市
場

事
業
、
国
民
宿
舎
事
業
、
宅
地
造

成
事
業
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事

業
、
公
立
香
住
病
院
事
業
）
で
資

金
不
足
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成 25 年度決算 － － 16.5％ 152.8％

早期健全化基準 13.57％ 18.57％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 30.0％ 35.0％ 定められていない

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」を記載しています。

（表 3）平成 25 年度決算における健全化判断比率 平
成
25
年
度
決
算

各
種
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
）
で
見
る

健
全
化
判
断
比
率
（
表
３
）

資
金
不
足
比
率

２
５
８
万
円
の
赤
字
（
前
年
度
は
４

９
８
７
万
円
の
黒
字
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
継
続
と
地
域
医
療
の
維
持
、

確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
公
立
香
住
病
院
事
業

　

収
益
的
収
入
で
は
、
入
院
、
外
来

お
よ
び
予
防
接
種
の
収
入
が
減
少
す

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ
全
体
で
３

２
８
２
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
支
出
で
は
、
経
費
な
ど
の

増
額
に
よ
り
全
体
で
１
９
６
３
万
円

の
増
額
と
な
り
、
単
年
度
純
損
益
は

貸借対照表

資産の部 1,738,014

固定資産 1,427,282

流動資産 289,425

繰延勘定 21,307

負債・資本の部 1,738,014

固定負債 176,107

流動負債 56,367

資本金 4,113,880

剰余金 △ 2,608,340

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 2,583

収入 1,227,442

支出 1,230,025

資本的収支差引（税込み） △ 115,208

収入 107,665

支出 222,873

（単位：千円）
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課
（
入
所
・
入
園
手
続
き
な
ど
は
、
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
27
年
４
月
か
ら

　

子
育
て
を
め
ぐ
っ
て
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
、
子
育
て
の
孤
立
感
や
負
担
感
の
増
加
、

保
育
所
待
機
児
童
の
問
題
な
ど
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
解
決
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支

援
す
る
た
め
、
国
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
を
創
設
し
、
次
の
３
つ
の
柱
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

① 

幼
児
期
の
質
の
高
い
学
校
教
育
・
保
育
を

総
合
的
に
提
供

　

 　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
い
と
こ
ろ
を
併

せ
持
つ
※

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
複
雑
だ
っ
た
設
置
手
続
き
の
簡
素

化
や
財
政
支
援
の
充
実
・
強
化
な
ど
を
行

い
、
子
育
て
支
援
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

② 
保
育
の
量
的
拡
大
や
確
保
、
教
育
や
保
育

の
質
的
改
善

　

 　

市
町
村
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

定
め
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
や
新
設
さ
れ
る
※

地
域
型
保
育
事
業
を

計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
こ
う
し
た
「
量
」
の
拡
大
と
と

も
に
、
教
育
や
保
育
の
「
質
」
も
確
保
す

る
た
め
、
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
な
ど
の

人
的
確
保
、
職
員
の
処
遇
や
配
置
の
改
善

を
図
り
ま
す
。

③ 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実

　

 　

妊
娠
・
出
産
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、新
た
な
事
業
の
実
施
や「
一

① 

施
設
利
用
に
は
市
町
村
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

 　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
入
園
・
入
所
手

続
き
の
際
、
子
ど
も
の
年
齢
や
保
護
者

の
就
労
状
況
な
ど
勘
案
し
た
「
教
育
や

保
育
の
必
要
性
」
に
応
じ
て
、
１
〜
３

号
の
認
定
を
市
町
村
か
ら
受
け
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

 　

国
の
示
す
認
定
区
分
と
施
設
利
用
ま

で
の
基
本
的
な
流
れ
は
下
図
の
と
お
り

で
す
が
、
本
町
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ

■
新
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方

■
新
制
度
の
目
的
は
―
―

　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に

基
づ
き
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
次
の
３
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

※ 

認
定
こ
ど
も
園
と
は
…

　

 

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、

総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
行
う
施
設

※ 

地
域
型
保
育
事
業
と
は
…

　

 

３
歳
未
満
の
少
人
数
の
子
ど
も
を
保
育
す

る
事
業
（
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
、

居
宅
訪
問
型
保
育
、
事
業
所
内
保
育
）

時
預
か
り
」
な
ど
既
存
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

認定こども園

１号認定
満 3歳以上で幼児期の学校

教育のみを認定

２号認定
満 3歳以上で保護者の就労

や疾病などで保育を認定

幼稚園、保育所などを
利用したい

市
町
村
へ
の
保
育
の
必
要
性
の

認
定
申
請
と
入
所
申
し
込
み

幼稚園

保育所

地域型保育事業

３号認定
満 3歳未満で保護者の就労

や疾病などで保育を認定

子育てに関するサービ
スを利用したい

地域子ども・子育て支援事業
・妊婦健診　　　　　　　　　　　　・一時預かり

・地域子育て支援拠点事業　　　　　・延長保育事業

・学童保育（放課後児童クラブ）　　  ・病児病後児保育事業　　など

国の示す認定区分と施設利用までの基本的な流れ

※ 下図は、新制度における国の示す認定区分と施設利用までの基本的な流れです。本町での認

定区分や施設利用までの流れについては、本号に折り込んでいるチラシをご覧ください。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

本
町
で
は
よ
り
良
い
子
育
て
環
境
を
提
供

し
よ
う
と
、
支
援
制
度
に
関
す
る
事
項
を
審

議
す
る
「
香
美
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
昨
年
６
月
に
設
置
し
て
、
平
成
27
〜
31
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
素
案
作
成
に
あ
た
っ
て
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
広
く
お
聞

き
し
、
必
要
な
幼
児
教
育
や
保
育
施
設
、
支

援
事
業
な
ど
の
利
用
希
望
を
把
握
し
よ
う
と
、

昨
年
10
月
に
次
の
と
お
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
回
答
や
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
議
資
料
や

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
調
査
対
象

　

就
学
前
児
童
を
養
育
す
る
５
７
８
世
帯

▼
調
査
期
間

　

平
成
25
年
10
月
７
日
〜
25
日

▼
回
収
結
果

　

４
５
２
世
帯
（
回
収
率
78
・
２
％
）

▲子ども・子育て支援新制度シンボルマーク
　 新制度の内容は内閣府ホームページ（http://
www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html）
で詳しくご確認いただけます。

ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
制
度
を
運
用
し
ま
す
。

　

 　

具
体
的
な
内
容
や
入
園
・
入
所
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
町
教
育
委

員
会
こ
ど
も
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

② 

施
設
の
保
育
（
利
用
）
料
は
市
町
村
が
設

定
し
ま
す

　

 　

新
制
度
の
対
象
と
な
る
幼
稚
園
、
保
育

所
、認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
（
利
用
）

料
は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
国
が

定
め
る
基
準
を
上
限
と
し
て
市
町
村
が
定

め
ま
す
。

③ 

施
設
利
用
が
個
人
給
付
に
変
わ
り
ま
す

　

 　

こ
れ
ま
で
は
施
設
に
対
し
て
公
費
に
よ

る
運
営
補
助
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

個
人
（
保
護
者
）
へ
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
実
際
は
施
設
と
個
人
が
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
か
ら
施
設

に
直
接
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
町
の
取
り
組
み
状
況
は
―
―

助成額を増額しました！
但馬⇔伊丹間の空港利用助成制度

●問い合わせ先　役場企画課

　町ではコウノトリ但馬空港の利用促進を図ろうと

空港利用者に運賃助成を行っていますが、10 月か

らその助成額を増額しました。

　変更後の主な助成額や本人負担額は下表のとおり

ですが、9月末と比べ最大 900 円の助成額の増額

となっています。

区分 種別 運賃 助成額
本人負担額
【一般】

大人普通 OW 14,000 円
7,700 円 6,300 円
（6,800 円） （7,200 円）

小児普通 CH 7,000 円
3,900 円 3,100 円
（3,000 円） （4,000 円）

特便割引

F01A 9,200 円
3,700 円 5,500 円
（3,000 円） （6,200 円）

F01B 8,600 円
3,500 円 5,100 円
（3,000 円） （5,600 円）

F01C 8,100 円
3,300 円 4,800 円
（3,000 円） （5,100 円）

先得割引 S28A 7,100 円～
2,900 円 4,200 円～
（2,500 円） （4,600 円～）

● コウノトリ但馬空港・伊丹（大阪国際）空港間の本人
負担額など【主なもの・片道】

※カッコ内は変更前の金額

予約相談に変更します！
不動産、商業・法人登記

●問い合わせ先　神戸地方法務局豊岡支局

　　　　　　　　℡ 0796・22・2703

　神戸地方法務局豊岡支局

では、利用者の待ち時間を

少なくし、より効率的な

サービスを提供することが

できるよう、11月4日（火）

から相続や売買などの不動

産の登記に関することや商

業・法人の登記に関するこ

となどの相談を予約制にし

ます。

　相談を希望する人は、事前に相談日時を予

約してください。また、相談時間は 20 分以

内としますのでご理解とご協力をお願いしま

す。

予約方法

　支局窓口で予約を行うか、電話で予約して

ください（受付時間は平日の 8:30 ～ 17:15）。
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〜
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歳
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〜
29
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳
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〜
69
歳

70
〜
74
歳

（％）

男性

女性

平成 25 年度 町ぐるみ総合健診アンケート結果を抜粋

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

歩
こ
う
「
あ
と
１
０
０
０
歩
」
！

　
　
　
　
　

〜 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を 

〜 

　

「
睡
眠
」「
朝
食
」
と
、
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
早
起
き

早
寝
朝
ご
は
ん 

こ
ま
め
に
動
い
て
プ
ラ
ス
１
０
０
０

歩
」
に
沿
っ
て
健
康
づ
く
り
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
「
運
動
」
で
す
。

　

さ
て
皆
さ
ん
は
、
運
動
を
し
な
い
・
続
け
ら
れ
な
い

理
由
を
「
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
一
言
で
片
づ
け

て
い
ま
せ
ん
か
。
ど
う
す
れ
ば
運
動
を
習
慣
づ
け
ら
れ

る
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
策
定
の
「
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
身
体
活
動
基
準
２
０
１
３
」
に
よ
る
と
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
身
体
の
機
能
低
下
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
18
〜
64
歳
で
毎
日
60
分
以

上
、
65
歳
以
上
で
毎
日
40
分
以
上
の
身
体
活

動
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
活
動
は
、
マ
ラ
ソ
ン
や
水
泳
の
よ
う

な
運
動
強
度
（
運
動
中
に
体
に
掛
か
る
負
担

度
合
）
の
高
い
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
皆
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
買
い
物
や
洗
濯
、
通
勤
、
労
働
と
い
っ

た
生
活
活
動
に
、
運
動
強
度
の
低
い
散
歩
や

趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
加
え
た
も
の
だ
と

考
え
て
も
ら
え
ば
結
構
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
の
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
日
常
生

活
に
お
い
て
毎
日
60
分
以
上
の
身
体
活
動
を

し
て
い
る
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
平
均

す
る
と
男
性
で
約
３
割
、
女
性
で
約
２
割
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
（
上
図
）。

　

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
、
身
体
活
動
量

が
少
な
い
人
は
日
常
生
活
で
意
識
的
に
体
を

動
か
し
て
、
病
気
の
予
防
や
心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
一
定
の
身
体
活
動
量
に
達
し
て
い
る

人
は
、
よ
り
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
さ
ら
に
10
分
、
歩
数
に
し
て
約
１
０
０
０

歩
、
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
の
人
も
、
身
体
活
動
を
起
床
か
ら

就
寝
ま
で
の
１
日
ト
ー
タ
ル
で
考
え
ま
し
ょ

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、
無
理
な

目
標
を
定
め
ず
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
歩

く
こ
と
を
少
し
意
識
す
る
こ
と
で
歩
数
を
増

や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
「
歩

く
」
時
間
を
と
ら
な
く
て
も
、
日
常
生
活
を

ほ
ん
の
少
し
変
え
る
こ
と
で
、
誰
で
も
無
理

な
く
取
り
組
め
ま
す
。

　

例
え
ば
階
段
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
、
階
段
を
意
識
し
て
使

う
こ
と
で
歩
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
上
り
下
り
す
る
こ
と
で
加
齢
と
と

で
き
て
い
ま
す
か
「
運
動
」

歩
こ
う
「
あ
と
１
０
０
０
歩
」

生
活
の
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

う
。
毎
日
、
時
間
を
決
め
て
行
う
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
空
き
時
間
を
見
つ
け
て
気
軽
に

行
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
で
き
な
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
３
日
単
位
、
１
週
間
単
位
で
不
足
分
を

補
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
の
は
「
継
続
す
る
こ
と
」。
そ
の

た
め
に
は
楽
し
む
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

も
に
衰
え
や
す
い
足
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
大
切
な
こ
と
は
「
無
理
を
し
な

い
こ
と
」。
膝
な
ど
の
関
節
が
悪
い
人
は
準

備
運
動
な
ど
で
筋
肉
を
十
分
に
ほ
ぐ
し
て
か

ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
歩
い
た
後
も
疲
れ

を
残
さ
な
い
よ
う
に
使
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し

ま
し
ょ
う
。

毎日 60 分以上の身体活動をし毎日 60 分以上の身体活動をし

ている人の割合ている人の割合

・買い物はなるべく歩く

・昼休みや休憩時間は散歩する

・外出の機会を増やす

・ エレベーターやエスカレーターを

使わず階段を歩く

・家事や園芸を増やす

・近い距離なら車を使わず歩く

・イベントなどに参加する

ライフスタイルウォーキングの
あれこれ
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 遠隔操作でプロバイダー契約 ～～～～～～～～～～～～～～～ 遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠隔隔操操操操操操操操操操操作作作作作作作作作作作作作作ででででででででででででででプププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロバババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダダダダー契約約約約約約約約約約約約約 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠隔隔隔隔隔隔隔隔操操操操操操操操操操操作作作作作作作作作作作作作作ででででででででででででででプププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロバババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーー契契契契契契契契契契契契契契約約約約約約約約約約約約約 ～～～～～～～～～～～～～～～

【事例】

　大手通信会社の関連会社を名乗る人から「インター

ネットのプロバイダーを変更しないか」と電話があった。

料金が現在の半額になると言われて承諾した。

　間もなく担当者 2人から電話があった。1人目からは、

契約事項をホームページ上でチェックしながら丁寧に説

明を受けた。「2年以内の解約は 15,000 円の違約金が発

生する」「事務手数料に 3,500 円が必要」とのことだった。

2人目からは「プロバイダーの変更設定をパソコンの遠

隔操作で行う」と言われ、自宅パソコンの画面を見てい

るとポインターが勝手に動き出して気持ちが悪かった。

　契約変更の手続きは料金の口座引き落とし依頼書を郵

送で送るのみとなったが、ネット上には「変更したプロ

バイダーは通信速度が遅い」との書き込みが。契約を早

まっただろうか。

【ひとことアドバイス】

◇ 大手通信会社の名前を出しても、実際は

その下請け、孫請けとなる会社からの勧

誘であることが多いです。

◇ 相談者に「本当に安くなるのか具体的な

料金を再度問い合わせてください」と助

言すると、実際は 300 円程度安くなる

だけでした。安いと勧誘されても実際に

どれだけ安くなるのか、詳しく説明を受

けてから契約しましょう。

◇ 遠隔操作を任せることは、パソコン内の

個人情報を見たり操作したりすることを

許すことになり、大変危険です。

◇ プロバイダー契約は法律上のクーリング

オフ制度が適用されません。不審な場合

はきっぱりと断りましょう。

イス】

相談は　こちらへ…
役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
と
は
、
英
語
で
「
現
在
」

を
意
味
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｗ
（
ナ
ウ
）
と
「
予

報
」を
意
味
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ（
フ
ォ
ー

キ
ャ
ス
ト
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

気
象
レ
ー
ダ
ー
の
観
測
デ
ー
タ
に
加
え
、
全

国
の
雨
量
計
の
デ
ー
タ
、
大
気
高
層
の
観
測

デ
ー
タ
な
ど
を
利
用
し
て
、
降
水
域
の
内
部

を
立
体
的
に
解
析
。
２
５
０
ｍ
四
方
の
解
像

度
で
降
水
分
布
と
降
水
予
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
従
来
の
１
㎞
四
方
に
比
べ
16
倍
の
解

像
度
が
得
ら
れ
、
よ
り
細
か
い
地
域
ご
と
の

降
水
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
情
報
は
５
分
間
隔
で
発
表
さ
れ
、

１
時
間
先
ま
で
の
降
水
の
強
さ
を
色

で
表
示
し
ま
す
。
降
水
予
報
の
ほ
か
に
、
雷

や
竜
巻
な
ど
の
危
険
性
の
あ
る
範
囲
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
気
が
不
安
定
に
な
る
と
い
う
予
報
が

発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
急
に
天

気
が
悪
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
高
解
像
度
降

水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
を
確
認
す
る
こ
と
で
よ
り

詳
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
か
ら
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
ま
で
の
気
象
庁
の
観

測
に
よ
る
と
、
土
石
流
が
起
こ
り
や
す
い
と

さ
れ
る
１
時
間
当
た
り
50
㎜
（
ミ
リ
）
以
上

の
非
常
に
激
し
い
降
雨
が
全

国
的
に
増
え
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
豪
雨
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
よ
う
と
、
気
象
庁
は

今
年
８
月
か
ら
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jm
a.

g
o.jp/

）
で
「
高
解
像
度
降

水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
の
提
供

を
始
め
ま
し
た
。 ?

高
解
像
度
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
っ
て

高
解
像
度
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
っ
て

　

何
だ
ろ
う
？

　

何
だ
ろ
う
？

▲高解像度降水ナウキャストの画面
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長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
認
知

症
と
そ
の
介
護
。
発
症
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
未
解
明
な
部
分
が
多
い
の
も

現
実
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
に
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
誰
で
も
認
知
症
に
な
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
研
究
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
と
認
知
症
に
な

り
に
く
い
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、
認
知
症
に

な
ら
ず
に
済
ん
だ
り
認
知
症
に
な
る
時
期

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
患
者
と

向
き
合
う
家
族
の
精
神
的
、
肉
体
的
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
但
馬
長
寿
の
郷
の
「
心
と

体
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
」
で
あ
る

作
業
療
法
士
を
講
師
に
招
き
、
認
知
症
を

テ
ー
マ
に
し
て
ら
く
楽
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
そ

の
予
防
や
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
第
１
回
】

　

◆
と　

き
…
10
月
30
日
（
木
）

　

◆
と
こ
ろ
…
村
岡
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

【
第
２
回
】

　

◆
と　

き
…
12
月
３
日
（
水
）

　

◆
と
こ
ろ
…
香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
第
１
・
２
回
共
通

　

◆
時　

間
…
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

◆
参
加
費
…
１
０
０
円

　

◆
内　

容

　
　

・
健
康
相
談
（
血
圧
測
定
）

　
　

・
認
知
症
っ
て
？

　
　
　
　

（
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
）

　
　

・
ど
う
や
っ
て
接
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
　
　

（
認
知
症
患
者
へ
の
接
し
方
）

　
　

・ 

福
祉
用
具
に
触
れ
て
み
よ
う

　
　

・
交
流
茶
話
会

　

◆
申
込
方
法

　
　

 　

開
催
１
週
間
前
ま

で
に
、
当
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき

　

香
美
町
山
の
祭
典 

但
馬
牛
食
ま
つ
り
で

は
、
但
馬
牛
の
丸
焼
き
や
但
馬
牛
モ
ー
ッ
と

食
べ
大
会
な
ど
但
馬
牛
に
関
係
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
の
機
会
に
お
い
し

い
但
馬
牛
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

秋
色
に
色
づ
い
た
植
物
を
愛
で
な
が
ら
、

オ
カ
リ
ナ
＆
ピ
ア
ノ
演
奏
で
癒
さ
れ
ま
せ
ん

か
（
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜
の
２
回
開
演
）
。

　

ま
た
森
の
案
内
人
に
よ
る
園
内
散
策
ツ

ア
ー
（
午
前
10
時
〜
）
や
ガ
ー
デ
ン
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
浴
を
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
の
途
中
で

採
っ
た
野
草
な
ど
を
天
ぷ
ら
に
し
た
り
、
落

葉
で
焼
い
も
（
栗
）
を
し
た
り
と
、
味
覚
で

秋
を
体
感
す
る
バ
イ
キ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
（
要
予
約
）
や
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を

通
し
て
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
秋
が
や
っ
て
き

ま
し
た
！　

秋
と
言
え
ば
「
食
欲
の
秋
」「
芸

術
の
秋
」「
運
動
の
秋
」
を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
多
い
は
ず
。
そ
こ
で
今
回
ご
紹
介
す
る

の
は
、
夢
但
馬
２
０
１
４
村
岡
区
主
要
イ
ベ

ン
ト
「
カ
ミ
の
村
岡 

瀞
川
平
宝
探
し
」
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
瀞
川
平
に
次
の
３
つ
の

エ
リ
ア
を
設
け
て
、
村
岡
を
丸
ご
と
楽
し
も

う
と
い
う
も
の
。
当
日
は
各
エ
リ
ア
を
結
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
約
15
分
お
き
に
運
行
）
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

爽
や
か
な
高
原
の
秋

風
を
受
け
な
が
ら
、
ぜ

ひ
村
岡
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

夢
但
馬
２
０
１
４ 

村
岡
区
主
要
イ
ベ
ン
ト

瀞瀞
と

ろ

か

わ

だ

い

ら

と

ろ

か

わ

だ

い

ら

川
平
川
平  

宝
探
し

宝
探
し

こちら

情報局

夢但馬

●問い合わせ先　役場企画課

テ
ー
マ
は
〝
認
知
症
〞

ら
く
楽
介
護
教
室

ら
く
楽
介
護
教
室  

を
開
催

〜 

カ
ミ
の
村
岡 

〜

遊 食癒

食す遊ぶ 癒さ
れ

但
馬
牛
食
ま
つ
り

癒
し
の
森
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

カ
ミ
の
森 

宝
探
し

10
月
26
日
（
日
） 

午
前
９
時
〜

村
岡
区
「
瀞
川
平
」
一
帯

ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
駐
車
場

但
馬
高
原
植
物
園

木
の
殿
堂
周
辺

問
…
香
美
町
村
岡
観
光
協
会

　
　

（
℡
０
７
９
６
・
94
・
０
１
２
３
）

問
…
但
馬
高
原
植
物
園

　
　

（
℡
０
７
９
６
・
96
・
１
１
８
７
）

※
入
場
料
が
必
要
で
す
。

問
…
木
の
殿
堂

　
　

（
℡
０
７
９
６
・
96
・
１
３
８
８
）

　
　

兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

（
℡
０
７
９
６
・
94
・
０
２
１
１
）

※
参
加
費
が
必
要
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
あ
り
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と
し

て
、
町
内
産
子
牛
の
資
質
向
上
や
畜
産
農
家

の
生
産
技
術
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
「
香
美
町
子
牛
品
評
会
」（
町

と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）。
第
10
回
の
節
目

を
迎
え
た
今
年
度
、
そ
の
前
期
の
部
が
９
月

５
日
に
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

（
新
温
泉
町
歌
長
）
で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農

家
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
子
牛
を
出
品
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
12
月
１
日
か
ら
今
年
２
月

28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。
雄
・

雌
の
部
に
は
雌
牛
31
頭
、
去
勢
の
部
に
は
16

頭
が
出
品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登

録
審
査
基
準
に
基
づ
き
資
質
、
品
位
、
体
格

な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
は
、
今
井
正
己
さ
ん
（
小

代
区
東
垣
）
の
「
お
じ
ろ
ひ
め
２
」
が
一
等

一
席
を
受
賞
。「
親
牛
を
放
牧
し
て
牛
舎
内

に
子
牛
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
牛

は
前
回
一
等
一
席
を
受
賞
し
た
も
の
と
同
じ

血
統
。
親
牛
の
よ
い
と
こ
ろ
を
引
き
継
い
で

く
れ
た
の
で
は
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
３
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
牛
を
対
象
と
す
る
同
品
評
会 

後

期
の
部
は
、
10
月
31
日
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

 
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
10
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

▲【雄・雌の部 一等一席】「おじろひめ 2」

【
１
０
０
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

吉
田
隆り

ゅ
う
た太

（
岡
山
県
、
７
時
間
49
分
48
秒
）、

６
位 

才
田
崇た

か
ひ
と仁

（
村
岡
区
長
板
、
８
時
間
54
分
19
秒
）

女
子
▼
１
位 

岩
本
美
紀
（
鳥
取
県
、
10
時
間
30
分
33
秒
）

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

安
田 

遊
（
大
阪
府
、
６
時
間
41
分
12
秒
）、

63
位 

岡 

昭
三
（
村
岡
区
大
糠
、
12
時
間
09
分
09
秒
）

女
子
▼
１
位 

納
お
さ
め 

麻
美
（
神
戸
市
、
８
時
間
12
分
29
秒
）

【
66
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

野
本
智
司
（
神
戸
市
、
５
時
間
20
分
25
秒
）、

24
位 

井
上 

直
樹
（
小
代
区
広
井
、
７
時
間
23
分
21
秒
）

女
子
▼
１
位 

橋
本
良
子
（
大
阪
府
、
６
時
間
21
分
42
秒
）、

26
位 

俵 

敦
子
（
村
岡
区
山
田
、
８
時
間
47
分
34
秒
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

遊
川
恵
治
（
神
戸
市
、
３
時
間
12
分
05
秒
）、

７
位 

中
村
智
彦
（
村
岡
区
大
糠
、
３
時
間
28
分
50
秒
）

女
子
▼
１
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、
３
時
間
55
分
52
秒
）、

３
位 

中
村
美
穂
（
村
岡
区
大
糠
、
４
時
間
21
分
37
秒
）

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

出
場
94
人
が
す
べ
て
完
歩

 

山
岳
マ
ラ
ソ
ン
の
最
高
峰
！

　

第
17
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

全
国
屈
指
の
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
「
村
岡
ダ
ブ

ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
９
月
28
日
、
村
岡
区
を
囲

む
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
な
ど
を
舞
台
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
全
長
44
〜
１
０
０

㎞
の
４
部
門
に
全
国
各
地
か
ら
過
去
最
多
の

１
８
３
７
人
（
エ
ン
ト
リ
ー
２
０
２
６
人
）

が
参
加
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

や
沿
道
か
ら
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら

高
低
差
の
あ
る
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

完
走
率
は
約
84
・
９
％
。
各
部
門
の
優
勝

者
と
町
内
参
加
者
の
う
ち
各
部
門
最
高
順
位

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▲勢いよくスタートする 100㎞の部と 88㎞の部の選手たち（9月 28 日午前 5時、村岡小学校付近）

▼雄・雌の部

一等一席「おじろひめ 2」今井正己（小代区東垣）

同二席「こうふく 220」上田伸也（村岡区宿）

同三席「よしの 8」森脇雄一（村岡区丸味）

同四席「たにみひめ 3」中村まゆみ（小代区東垣）

同五席「第 2さちひさ」上田伸也（村岡区宿）

▼去勢の部

金賞一席「広照忠 280」上田伸也（村岡区宿）

同二席「照福 3」小林寿明（村岡区神坂）

同三席「福鶴丸」井上哲也（村岡区熊波）

同四席「栄」藤原吉子（小代区神水）

同五席「奈津子 2」西崎武志（村岡区和池）

（賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

■主な受賞牛
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

道
端
に
は
び
こ
る
蓬
の
別
名
は
「
さ
し
も
草
」
と
知

り
お
も
む
ろ
に
摘
む　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

山
の
端
に
は
び
こ
る
黒
雲
追
い
や
り
て
鱗
雲
は
え
今

日
の
日
を
閉
づ　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

お
の
お
の
に
停
車
を
し
た
る
水
際
に
忍
音
の
ご
と
う

ジ
オ
の
流
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

横
着
な
心
ど
ん
ど
ん
育
ち
ゆ
く
涼
し
き
部
屋
に
座
り

て
居
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

持
て
る
も
の
す
べ
て
注
ぎ
し
火
の
花
か
苅
田
の
蛙
の

夕
暮
に
浮
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

明
日
は
も
う
非
日
常
か
も
知
れ
ず
と
ぞ
ゆ
る
き
日
常

に
ど
っ
ぷ
り
浸
る　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

教
育
は
耕
や
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ぬ
種
子
ま
き
育
て

収
穫
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

テ
ノ
ー
ル
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
し
歌
声
に
脳
の
ア
ン
テ

ナ
バ
チ
バ
チ
揺
す
る　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

三
組
の
娘
夫
婦
に
守
ら
れ
つ
亡
夫
の
十
七
回
忌
無
事

に
す
ま
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

さ
る
す
べ
り
の
花
房
散
ら
す
風
あ
り
て
秋
は
静
か
に

深
ま
り
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

亡
き
父
の
作
り
し
踏
み
台
今
も
な
ほ
日
々
の
暮
ら
し

に
重
宝
し
て
を
り　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

新
漬
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
食
め
ば
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
と
夏

の
疲
れ
も
飛
び
出
し
て
ゆ
く　
　
　

藤
原 

町
子

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会

　豊岡税務署が年末調整に関する説明会を次のとおり行

います。

●問い合わせ先

　豊岡税務署法人課税第 1部門　℡ 0796・22・2344

年末調整説明会を開催！
お気軽にお越しください！

とき ところ

11 月 18 日（火）
10:00 ～
13:30 ～

じばさん但馬

11月 19 日（水） 13:30 ～
新温泉町浜坂多目的集
会施設

11月 20 日（木） 13:30 ～ 香住文化会館

実施企業を募集中！
地域人づくり事業

●問い合わせ先　役場観光商工課

　町では現在、人材育成と雇用創出を促

進する「地域人づくり事業」の実施企業

を募集しています。

内容

　未就職卒業者や結婚・出産による離職から再就職を希

望する女性求職者などを雇用した企業に対して、雇用に

かかる賃金や研修費用の一部を町が助成します。

応募方法

　関係書類（募集要項や応募様式など）を町ホームペー

ジから入手いただき、必要事項を記入して役場に提出し

てください。

 ヒトスジシマカ（蚊）が媒介

 デング熱にご注意ください！

　今年 8月に東京都で感染者が確認され、その後、

近隣他県でも感染者が増えているデング熱。ヒトス

ジシマカ（蚊）が媒介し、そのウイルスを持ってい

る蚊に刺されて発症した場合、3～ 7日程度の高熱、

頭痛、目の痛み、関節痛などの症状が現れます。

　兵庫県での感染は確認されていませんが（9月 19

日現在）、予防のために次のことに注意しましょう。

●問い合わせ先　役場健康課

　①屋外作業時には長袖、長ズボンを着用する

　②肌の露出を避け、虫よけ剤を使用する

　③室内の蚊の駆除を心掛ける

　④ 蚊が発生しやすい場所（水たまりなど）の

　　清掃を心掛ける



13 －広報 ふるさと香美 2014.10
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 9月 22 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

但
馬
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
と
発
信
を
目
指
す

「
夢
但
馬
２
０
１
４
」
も
半
年
が
経
過
。
皆
さ
ん

も
さ
ま
ざ
ま
場
所
に
出
掛
け
て
、
見
て
、
感
じ
て
、

楽
し
ん
で
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
▼
先
日
、
広
報

と
は
別
の
仕
事
で
朝
来
市
生
野
町
の
旧
生
野
鉱

山
職
員
宿
舎
を
訪
ね
ま
し
た
。
朝
来
市
重
要
文

化
財
の
一
つ
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
居
住

様
式
を
見
て
と
れ
る
４
棟
の
家
屋
は
、
ま
る
で

タ
イ
ム
マ
シ
ン
。
そ
の
う
ち
の
１
棟
は
、
旧
生

野
町
生
ま
れ
で
、
日
本
映
画
界
の
巨
匠 

黒
澤
明

監
督
の
映
画
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
名
優 

志
村
喬
（
た
か
し
）
さ
ん
の
記
念
館
に
な
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
▼
何
よ
り
感
心
し

た
の
が
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
で
す
。
生
野
銀
山
を

取
り
巻
く
時
代
背
景
を
語
り
な
が
ら
、
一
方
的

な
説
明
で
は
な
く
丁
寧
で
語
り
か
け
る
よ
う
な

口
調
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
お
話
を
聞
い
て

み
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
み
う
ら
）

記
後

編
集

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

開
港
20
周
年
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
！

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
開
港
20
周
年
記
念
式
典
が
８
月
30
日
、
同
空
港
で

開
催
さ
れ
、
関
係
者
な
ど
約
１
８
０
人
が
出
席
。
但
馬
の
空
の
玄
関
口
と
し
て

高
速
交
通
を
支
え
て
き
た
20
年
間
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
て
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
空
港
は
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
５
月
18
日
に
開
港
。
標
高
約
１
８
０
ｍ

に
あ
っ
て
滑
走
路
は
全
長
１
２
０
０
ｍ
、
幅
30
ｍ
。
平
成
25
年
度
末
に
は
定
期

便
利
用
客
数
が
47
万
人
を
超
え
、
現
在
は
伊
丹
（
大
阪
国
際
）
空
港
と
の
間
で

１
日
２
往
復
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
、
兵
庫
県
と
但
馬
空
港
推
進
協
議
会
（
空
港
周
辺
自
治
体
や
関

係
団
体
な
ど
で
構
成
）
の
共
催
。
冒
頭
、
井
戸
敏
三
県
知
事
は
「
20
年
の
区
切

り
は
、
人
間
で
い
う
成
人
式
に
あ
た
り
ま
す
。
独
り
立
ち
で
き
る
空
港
と
し
て

今
後
ま
す
ま
す
の
利
活
用
の
推
進
が
必
要
と
な
る
中
、
官
民
が
協
力
を
深
め
な

が
ら
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
空
港
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典

出
席
者
の
一
人
は
「
但
馬
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

も
、
空
港
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
に
も
、

東
京
直
行
便
を
早
期
に
実
現
し
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
今
年
が
最
後
と
な
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
初
日
に
も
あ
た
り
、
航
空

シ
ョ
ー
、
軽
飛
行
機
の
遊
覧
飛
行
体
験
、

但
馬
牛
な
ど
の
地
元
特
産
品
を
集
め
た

「
但
馬
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
飛
行
機

フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
な
ど
が
来
場
。
迫

力
あ
る
飛
行
シ
ー
ン
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
開
港
20
周
年
記
念
式
典
（
８
月
30
日
）

災
害
時
の
「
共
助
」
に
役
立
て
る
た
め
に
！

　

９
月
６
日
、
災
害
発
生
時
の
救
護
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
さ
ん
を
深
め
よ
う
と
、

香
美
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
徳
田
喜
代
子
委
員
長
、
２
５
２
人
）
が
香
住
文
化
会
館
で

実
践
訓
練
を
実
施
。
参
加
し
た
団
員
46
人
は
、
非
常
食
の
炊
き
出
し
や
簡
易
テ
ン
ト

の
設
営
に
挑
ん
だ
ほ
か
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

訓
練
は
毎
年
実
施
し
て
い
て
、
今
回
が
８
回
目
。
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
職

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
救
護
知
識
や
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
講
義
で
は
、
避
難
所
生
活
を
送
る
被
災
者
の
負
担
を
和
ら
げ
る
工
夫
な
ど

を
同
支
部
職
員
が
紹
介
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
う
ち
、
公
助
は
災
害
発
生
直
後

に
人
命
救
助
に
力
を
注
ぐ
た
め
、
被
災
者
や
避
難
所
生
活
者
へ
の
支
援
は
望
め
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
場
合
に
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
地
域
の
支
え
合
い
で
あ
る
共
助
で
す
。

毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
現
在
、
こ
う
し
た
訓
練
を
重
ね
て
し
っ
か
り

と
し
た
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
団
員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
と
な
る
車
い
す
の
補
助
訓
練
。
団
員
が
被
災

者
と
介
助
者
の
２
人
１
組
に
分
か
れ
、
段
差
に
見
立
て
た
丸
め
た
毛
布
を
乗
り
越
え

る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。「
急
な
操
作
を
せ
ず
に
、
で
き
る
だ
け
衝
撃
を
少
な
く
す

れ
ば
被
災
者
に
不
安
感
を
与
え
ま
せ
ん
」
と
い
う
指
導
を
受
け
な
が
ら
訓
練
に
取
り

組
む
団
員
か
ら
は
「
実
際
に
車
い
す
に
乗
っ
て
み
る
と
、
ほ
ん
の
少
し
の
段
差
で
も

怖
い
。被
災
者
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

徳
田
委
員
長
は
「
車
い
す

で
介
助
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
遭
遇
し

ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は

こ
の
経
験
を
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
し
「
こ
う
し

た
訓
練
の
積
み
重
ね
が
『
助

け
合
う
心
を
育
む
こ
と
』
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

香
美
町
赤
十
字
奉
仕
団
災
害
救
護
実
践
訓
練
（
９
月
６
日
、
香
住
区
文
化
会
館
）

▲ くす玉を開き開港 20 周年を祝う関係者

▲ 日本赤十字社兵庫県支部の職員からア
ドバイスを受けながら、車いすでの介
助方法を訓練する団員
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着
手
か
ら
７
年
半
で
完
成
「
境
バ
イ
パ
ス
」
！

境
バ
イ
パ
ス
開
通
記
念
式
典
（
９
月
15
日
、
境
バ
イ
パ
ス
起
点
側
）

　

県
道
香
住
村
岡
線
（
約
23
㎞
）
の
「
境
バ
イ
パ
ス
」

が
供
用
開
始
と
な
っ
た
９
月
15
日
、
開
通
を
祝
う
記
念

式
典
が
行
わ
れ
、
関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
約
１
０
０

人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
、
渡
り
初

め
を
行
い
、
待
望
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

県
道
香
住
村
岡
線
は
、
町
内
を
南
北
に
結
ぶ
唯
一
の

幹
線
道
路
で
、
国
道
９
号
と
１
７
８
号
と
の
重
要
な
ア

ク
セ
ス
道
路
。
し
か
し
急
峻
な
山
と
矢
田
川
に
挟
ま
れ

て
い
る
村
岡
区
境
付
近
で
は
、
幅
員
が
狭
く
屈
曲
し
て

い
る
こ
と
か
ら
見
通
し
が
悪
く
、
車
両
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
豪
雨
時
に
は
落
石

や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
通

行
止
め
と
な
る
な
ど
、
交
通
の
難
所
の
一
つ
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
消
し
て
安
全
性
の
向
上
を
図

ろ
う
と
、
兵
庫
県
が
平
成
19
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
。

約
７
年
半
の
年
月
を
か
け
て
、
矢
田
川
右
岸
に
あ
る
境

集
落
を
通
る
「
境
バ
イ
パ
ス
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
温
泉
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
、
総
事
業
費
は
約
20
億
円
。
小さ

て

こ

手
子
橋
（
１
８
１
ｍ
）
と

境
ク
ス
ミ
橋
（
１
３
０
ｍ
）
の
２
つ
の
橋
を
含
む
延
長
は
約
１
㎞
、
全
幅
10
ｍ
（
車
道
７
・

５
ｍ
、
歩
道
２
・
５
ｍ
）
の
２
車
線
道
路
で
す
。

　

式
典
で
浜
上
町
長
は
「
香
住
区
と
村
岡
・
小
代
両
区
を
結
び
、
そ
し
て
但
馬
内
外
の
交
流

を
盛
ん
に
す
る
重
要
な
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
産
業
や
観
光
な
ど
が

活
性
化
す
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
兵
庫
県
や
地
元
地
権
者
、

工
事
関
係
者
へ
の
謝
意
も
同
時
に
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
き
や
式
典
参
加
者
に
よ
る
渡
り
初

め
な
ど
行
い
、
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を
祝
う
と
と
も
に
無
事
故
を
願
い
ま
し
た
。

　

県
は
山
田
口
橋
ま
で
の
第
２
期
バ
イ
パ
ス
事
業
に
引
き
続
き
着
手
し
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

▲ 渡り初めで境バイパスの完成を祝う関係者や地元の皆さん

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
！

（
９
月
23
日
、
豊
岡
市
役
所
）

　

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
は
、
９
月
19
〜
22
日
に
カ
ナ
ダ
・
ス
ト
ー
ン
ハ
ン
マ
ー
ジ
オ
パ
ー
ク

で
開
催
し
た
国
際
会
議
で
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
し
ま

し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
日
本
海
形
成
に
伴
う
多
様
な
地
形
・
地
質
・
風
土
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
平
成
22
年
10
月
に
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に
初
認
定
。
当
時
は
京
都
府
京
丹
後
市
の
経
ヶ
岬
か

ら
鳥
取
市
の
白
兎
海
岸
ま
で
の
東
西
１
１
０
㎞
の
範
囲
で
し
た
が
、
４
年
に
１
度
の
再
審

査
を
経
て
初
め
て
の
再
認
定
と
な
る
今
回
は
、
さ
ら
に
西
端
を
10
㎞
拡
大
。
鳥
取
市
の
井

出
ヶ
浜
を
含
め
て
総
延
長
１
２
０
㎞
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
午
前
９
時
55
分
ご
ろ
、
浜
上
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
50
人
が
豊
岡
市
役
所

に
集
ま
る
中
、
国
際
会
議
を
訪
れ
て
い
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
石
田
勝

則
事
務
局
長
か
ら
同
協
議
会
長
の
中
貝
宗
治
豊

岡
市
長
に
再
認
定
の
吉
報
が
届
く
と
、
待
ち
構

え
て
い
た
関
係
者
か
ら
安
堵
と
と
も
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
は
く
す
玉

を
開
い
て
万
歳
三
唱
。
喜
び
を
分
か
ち
あ
う
と

と
も
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

浜
上
町
長
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保
全
・
活
用

に
対
し
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取
り

組
み
と
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
た
成
果
が
結

実
し
ま
し
た
。
今
後
も
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

進
め
て
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

▲ インターネットによる現地映像（写真左）で再認定を知り、拍
手が巻き起こる会場
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る
さ
と
香
美
（
第
115

号
）
平
成
26
年
10
月
9
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 9月 1日現在）

合　計　19,564 人（－  32）

　男　　 9,351 人（－  14）

　女　　10,213 人（－  18）

世帯数  6,735 世帯（－  10）

カッコ内は前月比

小
代
区
が
平
成
24
年
10
月
に
地
域
加
盟
し
た「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
。
同
連
合
に
先

行
加
盟
し
た
自
治
体
代
表
者
な
ど
を
招
き
９
月
６
日
、

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

来
場
し
た
約
１
５
０
人
が
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
講
師
は
、
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
相

談
役
の
松
尾
雅
彦
同
連
合
副
会
長
。
松
尾
氏

は
「
日
本
に
お
い
て
、
都
市
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都

市
計
画
を
学
び
発
展
し
た
が
、
農
村
部
は
衰
退
し
た
。

こ
れ
は
国
の
一
律
的
な
農
政
手
法
の
押
し
付
け
、
衣

食
住
に
お
け
る
輸
入
割
合
の
増
加
な
ど
が
理
由
」
と

指
摘
。「
都
市
部
は
輸
入
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な

い
が
、
農
村
部
は
『
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
』
農

業
を
持
つ
強
み
が
あ
る
。
近
い
将
来
の
農
村
消
滅
も

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
過
去
の
統
計
を
基
に
し

た
予
測
に
す
ぎ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
そ
う
し
た
流

れ
を
断
ち
切
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
『
30
年
先
の

未
来
像
』
を
持
っ
て
自
立
す
る
こ
と
」
と
会
場
に
訴

え
ま
し
た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
同
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
京
都
府
伊
根
町
の

吉
本
秀
樹
町
長
、
鳥
取
県
智
頭
町
の
寺
谷
誠
一
郎
町

長
、
島
根
県
海あ

ま士
町
の
山
内
道
雄
町
長
な
ど
が
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。

舟
屋
を
活
用
し
た
民
宿
の
開
業
支
援
を
行
っ
て

い
る
吉
本
町
長
は
「
観
光
客
を
集
め
る
に
は
、

専
門
性
と
都
会
人
を
く
す
ぐ
る
演
出
や
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
成
功
事
例
を
作
る
こ

と
が
活
動
を
継
続
さ
せ
る
秘
け
つ
」
と
し
、
若
者
の

発
案
し
た
繊
維
産
業
に
つ
な
が
る
大
麻
栽
培
を
支
援

し
て
い
る
寺
谷
町
長
は
「
若
者
の
『
何
と
か
し
た
い
』

と
い
う
気
概
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
惜
し
み

な
い
支
援
を
す
る
こ
と
が
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
。

地
方
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
つ
必
要
は
な
く
、
都

会
が
忘
れ
た
も
の
や
な
く
し
た
も
の
こ
そ
大
切
に
す

べ
き
」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
若
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
が
相
次
い
で
い
る
海

士
町
の
山
内
町
長
は「
ま
さ
し
く『
人
は
財
産
』

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
も
の
。
し
か
し
、
そ
こ

に
住
む
人
々
が
地
元
に
ほ
れ
込
む
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
な
の
で
は
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
香
美
町

小
代
の
藤
澤
昌
彦
会
長
は
「
大
変
貴
重
で
示

唆
に
富
ん
だ
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
小
代
の

景
観
、
環
境
、
文
化
を
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
に

な
っ
て
地
域
の
活
性
化
と
自
立
に
つ
な
げ
た
い
」
と

今
後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

未来像
を考える！

30年先の

日本で最も美しい村シンポジウム
in 香美町小代

▲基調講演の講師を務めた松尾氏

▲ 連合加盟をまちづくりに生かしている事例を紹介した
パネルディスカッション


